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は し が き

肝硬変症に代表される肝線維症は慢性肝疾患の終末像であり､現在これに対

する有効な治療法は開発されていない｡現在までに､肝線維化の病態形成･進

行には､肝星細胞による細胞外マトリックス産生が重要な役割を担っているこ

と､その産生にはtransforminggrowthfactor-β汀GF-β)による刺激が鍵左
握っていることが明らかにされている｡

本研究では､プラスミン･カリクレインといったセリンプロテアーゼの作用

によりTGトβが潜在型から活性型へと変換されることを明らかにし､この

TGトβ活性化が肝線維化の病態形成に深く関わっていることを示した｡また､

セリンプロテアーゼインヒビターによる肝線維化治療薬の開発も行った｡
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